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柴田柴田 瑠璃子瑠璃子しばたしばた るりるり子子
この事業は、「国連生物多様性の 10年」
日本委員会（UNDB-J）」が推奨す事業として
認定を受けています。

説明の流れ

１）千葉県の生物多様性を守るために

「生命（いのち）のにぎわい調査団生命（いのち）のにぎわい調査団」の調査からわかってきたこと

２）生きもののネットワークを考える

⇒生物の生息・生育地図を作る→生物多様性評価地図へ

３）企業・事業者が、地域の中で、多様な主体との連携・協働する取組

を考える

○自社の事業活動と生物多様性との関わりをツールを使って知る

○参考となる企業の取組を知る→地域で一歩踏み出す 活動として取組む

社外の多様な主体と連携・協働する（提案）希少種の保護、外来生物の駆除



１）千葉県の生物多様性を守るために
県民参加型の生物モニタリング調査と普及啓発

○情報の収集・管理・提供
• 生物多様性地理情報システムの構築・運用
• 「生命（いのち）のにぎわい調査団」
・県民参加型調査による生息・生育地図・県民参加型調査による生息・生育地図

・調査フォーラム、写真・調査フォーラム、写真コンクールコンクール

現地研修会の様子

多様な主体との連携で、モニタリング調査・データ収集

現地現地研修会、調査団通信研修会、調査団通信

• 生きものの調査を通じて、県内の自然の状態
を知り、今ある生きものたちとそのすみかをどう
やって守っていくかをみんなで考えるために、

平成２０年夏の「調査団」発足 ５年６か月経過

８８６名（平成２６年２月現在）

調査対象５７種（発見報告、 季節報告）と調査
対象以外の希少な生きもの等の発見報告が、

累計約２９，０００件、希少種の写真など

調査対象種５７：在来種、外来種、季節報告



１）千葉県の生物多様性を守るために

観察する→調べる→知る→関わりがわかる

• 生物が生育・生息していることから何がわかるのか？
県内の現在の生きものの生息・生育＝自然の状態を知る、過去の状態を知る。

何が変わったか？どうして？ どうやって守っていくのか？

⇒観察する。種の特性・生態、分布、現在の状況、保護対策のために必要なこと。

その地域生態系の関わりを知る。

地域の生きもののつながり・関係を知る。地域の生きもののつながり・関係を知る。

• 事業活動が地域の環境・生態系へ与える影響は？
⇒地域の環境や社会とどう関わっているか。今後、どう関わっていくかを知る。

調査団ウェッブサイト （公開、団員限定） 発見報告



２）生きもののネットワークを考える

生物多様性の状態を評価する地図を作る

○生物が生育・生息している→生物多様性の状況を「見える化」する
現在の生物の生息生育の状況、生物多様性の状態を地図にする。

生物多様性の損失＝危機の進行などの地理的な位置を的確に把握
し、視覚的に示す。

○「共有する」 普及啓発、合意形成、意思決定

出典「環境省・生物多様性評価地図作成の手引き（案）」
から抜粋

調査団報告から：キジの生息分布と土地被覆分類

キジ



カワセミ 千葉県ＲＤＢ Ｃ（要保護生物）

県内全域に留鳥として周年みられる。個体数は多くな
い。河川、用水路の改修護岸工事により、採食地や
営巣地が減少している。採食場所である湿地を保全
し、良好に維持し、生息地の回復を試みることも必要
である。

調査団報告から：カワセミの生息と植生図

調査団：県民参加型モニタリング調査の役割

何に役立っているか やる気、継続、情報の双方向交流

生きもののネットワークを知る、考える、役立つ

調査の科学性の確かさ

生物・自然について興味がある
写真撮影が趣味、、
自然観察の自己ブログ運営

報告が役立つ、活用される
写真が刊行物に利用される
調査技術が高まる
調査が活用される達成感

生物・自然保護・
生態系の保護・保全・
回復を理解する
生物多様性について
関心が高まる

調査団員調査団員

基礎データの収集、蓄積
生息図

生物多様性や絶滅危惧種の
保全回復への理解

生態系サービスの持続的利用

多様な主体が関わる
環境の調査者
生物と生態系の観察者
かつ監視者

調査の科学性の確かさ
研究機関との連携
希少種等の同定
県刊行資料に活用

県の施策への反映
RDB,生息地保護、
希少種保護の県条例

NPO団体等の活動支援
企業・経済活動との連携

県戦略、市町村戦略、市町村地域連携保全活動計画



この事業は、「国連生物多様性の10年日本委員会（UNDB-J）」
が推奨する事業として認定を受けています。

生物多様性のめぐみ＝生態系サービスと利用

○資源（水、食料、燃料、原料、建築資材、医薬品、動植物等）

作物・家畜・魚等食料、水（飲料、工業用）、遺伝子資源、木や繊維、泥炭

食品や薬の材料・成分、製品の原材料、昆虫による作物の授粉

○環境の調節（大気、水、土壌、地形の安定等）

経済活動を持続させるさまざまな生態系サービスと財

○環境の調節（大気、水、土壌、地形の安定等）

大気・気候の調節機能（酸素、二酸化炭素、気温、湿度、降水等）、

土壌侵食・自然災害の防止、水田や森林の洪水調節機能

○文化・精神（感性、安らぎ、信仰、教育、文化芸能等）的な価値・場所の
提供、里地里山の管理と再活性化による人と自然の共生

森林浴、農里漁村の景観、祭り、山岳信仰、エコツアー、観光、郷土食

＊生物＊生物多様性は私たちの社会・多様性は私たちの社会・生活・産業の生活・産業の基盤である基盤である



事業活動が地域の環境・生態系へ与える影響や関わりを知り、
これから、どう関わっていくかを考えることが必要である。

• 事業活動は、開発、原料の調達から生産・製造そして流通・販売の全ての過程で
生物多様性の生態系サービスへ影響を与えている。

マイナスの影響 資源の乱獲・過剰消費による生態系サービスの修復困難

開発・土地利用による生息地破壊 他

汚染（土壌、大気、水質）、温暖化ガス、廃棄物

３）企業・事業者が、地域の中で多様な主体と連携・協働する取組を考える

プラスの影響 「事業者としての取組方針」＝本業の事業活動を
通じた取組、環境管理、社外の自然保護活動への参加・貢献他

全ての業種で、原料調達サプライチェーンから製造、輸送方法、

販売・客先での商品の使用・廃棄までのライフサイクルの中で、

生物多様性に配慮した方法をとる。

多岐、多段階、広範囲にわたる事業活動をＰＤＣＡサイクルで管
理することが必要である。

出典「環境省・生物多様性評価地図作成の手引き（案）」
から抜粋 過去の開発により焼失した生態系

地域の生態系とのつながり

・ビオトープの創出

・保全地の修復・再現

・希少種の保全や再導入には
必ず専門家と検討する。

地域で生きもののネットワーク
をつくる



＜地域で、企業が生物多様性に対応するメリットメリット＞
• 企業・事業所は地域・まちづくりに関わる地域社会の一員

• 生物多様性の視点で事業活動を考える 生物多様性の主流化へ

• 社内から地域へ出る＝地域の生物多様性を守る活動の団体・人・行政など
多様な主体と連携・協働する ・取組の公表・広報

• 製品への付加価値＝生物多様性配慮ブランド・地域ブランドの消費者・市場
の支援、持続可能な産業と社会へ

＜生物多様性に配慮しなかった場合の企業経営のリスク＞

どうしたら生物多様性と事業活動の関わりがわかるのか？
ツールを使い、自社の事業活動と生物多様性の関わりを整理する

＜生物多様性に配慮しなかった場合の企業経営のリスク＞
• 原料の原産地の環境破壊や資源搾取から原材料不足、コスト増大、

• 開発計画の停止、不買運動等の企業イメージ悪化
市場や消費者からの信用失墜、信用保証の格下げ

• 生物多様性を活かしたビジネスチャンスに乗り遅れる 他

出典：環境省
民間参画ガイドライン



出典：環境省

出典『名古屋商工会議所』 企業が「愛知目標」「名古屋議定書」「民間部門
の参画」に どのように貢献したらよいか丁寧に説明されている

事業活動と生物多様性の関連の把握の仕方、取組む考え方



出典：ＪＢＩＢ

JBIBが開発した「関係性マップ®」などのツールを用いて整理する。具体的事例
・「関係性マップ®」を活用し、自社の事業が生態系サービスに依存しているという事実を確かめ、その関係性の「見える
化」に取り組んだ。（業種：食品）

・本業の範囲（計画、調達、施工）で、生物多様性にどのような影響を与えているか、また、どのような生物多様性の恵み
に依存しているかを検討した。（業種：建設）

出典：ＪＢＩＢ



企業のための生態系評価(CEV)ガイド

企業のための生態系評価(CEV)ガイドは、生態系の
劣化と生態系サービスから提供される便益の両方を
明示的に評価することにより、より良いビジネス上の
意思決定を行うプロセスを取りまとめたガイド (Guide 
to Corporate Ecosystem Valuation) です。

日立製作所は、WBCSD(*1)のメンバーとして参画し、WBCSD(*1)
生態系(Ecosystem)フォーカスエリアにて共同議長
(Co-chair)の役割を担うことで、その活動を支援、推
進しております。この度、WBCSDが発行した「企業の
ための生態系評価(CEV)ガイド」を、英語原文と同時
期に日本語版としても発行した。

出典：日立製作所 ＣＥＶウェブページから
抜粋して引用

県内で企業がすぐに取組めること（提案）

○事業活動において、計画や施行等の段階で自然環境や生物多様性へ配慮する取組
例）建設各社で設計に生物多様性の配慮を実施。 例）土地利用、水管理、持続可能な原材料調達

○経団連自然保護基金、地球環境基金、千葉県環境再生基金等への資金提供、ＮＰＯ等
への寄付、

○社有地を地域の生態系の中に位置付けして、ＮＰＯ等地域の多様な主体と連携した

ビオトープの創出・保全で生きもののネットワークをつなげる

○社内の認識向上、社員への研修、生物多様性サテライトの設置

○希少生物の保護活動への支援：社員の参加、技術や資材等の活用
一番早い取組の企業だけが、報道機関等に取り上げられ、広報の費用対効果が高い！！一番早い取組の企業だけが、報道機関等に取り上げられ、広報の費用対効果が高い！！

例）鴨川シーワールドは、絶滅危惧種シャープゲンゴロウモドキの系統保全、国の天然記念物ミヤコ

タナゴの緊急避難等に県の依頼を受けて協力取組んでいます。

例）圏央道建設時にＮＥＸＣＯ東日本は、ミヤコタナゴの生息地の保全整備・保護活動への参画しています。

提案）水資源を利用し、水の浄化・循環を「環境配慮指針」に挙げている企業であれば、

→水辺の希少生物の生息地保護や市町村へ支援・寄付：監視カメラや資材、水路整備の機械を提供

○外来生物の駆除対策への支援
事例案）印旛沼流域でのナガエツルノゲイトウの駆除、防除技術や除草剤等の研究

カワヒバリガイの駆除技術の支援、 アライグマやイノシシの駆除活動への労働

や資材・機材の提供 他



生物多様性の保全生物多様性の保全とは、とは、
希少な生物を保護するだけではない。
シンボルとなる生物を含めた地域全体の生態系を守りながら、

生物多様性の視点を持った生物多様性の視点を持った地域づくり地域づくりを考え、行動するを考え、行動する

生きもののネットワーク、地域社会の中でのネットワーク生きもののネットワーク、地域社会の中でのネットワーク

生態系のサービスを持続的に活用できる持続的な
産業活動や企業の経済活動を行なうこと

⇒生物多様性は、生活・社会・経済活動の生物多様性は、生活・社会・経済活動の

ご静聴ありがとうございました。

⇒生物多様性は、生活・社会・経済活動の生物多様性は、生活・社会・経済活動の

基盤である。基盤である。

生命のにぎわいとつながりを未来の子どもたちに


